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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

利用者の研究グループでは有機太陽電池や有機トランジスタなどの、有機系半導体
デバイスの研究に取り組んでいる。本研究では有機半導体デバイスの評価のために、
薄膜解析設備の利用を行った。

実験
Experimental 利用者らの研究グループで試作した有機太陽電池の発電層の膜厚測定を実施した。

結果と考察
Results and Discussion

有機太陽電池の特性は発電層膜厚に大きく依存する。膜厚測定を実施した結果、有
機太陽電池の発電効率は発電層膜厚に大きく依存することがわかった。また、発電
層の最適膜厚は発電層材料に応じて異なることから、各材料に対して適切な膜厚制
御が不可欠であることを確認した。
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